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多彩なチャンネルを活かした相乗効果で
地域社会の発展に貢献していきます

船谷ホールディングスグループ

船谷ホールディングスグループ

昭和47年2月生まれ、52歳。
大学を卒業後、大阪で5年間、神奈川で3年間にわたって建設会社の営業を経験。平
成15年に船谷木材株式会社（現在の船谷ホールディングス株式会社）及び船谷建
設株式会社に入社した。趣味は宝蔵院流槍術（ほうぞういんりゅうそうじゅつ）

代表取締役

船谷 哲司
ふ な た に 　 て つ じ

本 社 /〒515-0507　三重県伊勢市村松町1364番地8
TEL：0596-37-5600（船谷ホールディングス株式会社）　
FAX：0596-37-5112（各社共通）
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設 立 /昭和21年3月（創業：明治10年3月）

従 業 員 数 /82名（男性55名、女性27名）

売 上 高 /53億2,700万円
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 Q1 ホールディンググループとしての
特長や強みを教えてください。

　私どものグループは、その中核をなす船谷建設株式
会社をはじめ、賃貸物件の管理やリフォームを行うエク
ノフ株式会社、リテール特化で展開する合同会社
Flarea（ふれりあ）、そしてグループ全体の統括や業務
改善などを担う船谷ホールディングス株式会社などで
構成されています。さらに令和5年1月には、桑名にあ
る株式会社サトー工業をグループ内に招聘。南北に長
いという県内特性を踏まえたうえで、南勢エリアはグ
ループ本社、中勢エリアは津支店、北勢エリアはサトー
工業という、より綿密なフォローアップ、サポート体制を
構築しています。
　私どもの強みは、これらのグループ内の連携によっ
て、さまざまな相乗効果を生み出していけること。設
計・施工から管理や運営までを行っていく賃貸マンショ
ン事業、多種多様な公民連携事業、オリーブの栽培を
中心としたアグリビジネス事業、四日市にオフィスを持
つ障がい者就労支援事業など、グループの総合力を最
大限に活かしながら、幅広いお客様に対して包括的か
つ継続性に優れたサービスを提供しています。

 Q2 働く人たちにとってのやりがいには
どんなことが挙げられるでしょうか？

　グループ内のさまざまな事業を、私どもは社会資本
の整備と捉えています。一般的に建設業は、建物を建
て終わるまでが仕事で、その後のことには関与しないと
ころが多いでしょう。しかし私どもは、「その建物をどの
ようなかたちで社会に役立てていくのか？」といったこ
とも含め、常に社会貢献という視点をベースに事業を
展開しています。
　そのうえで先ほども申し上げましたとおり、建設だ
け、あるいは就労者支援だけ、などといった個別の事業
だけに特化しているわけではありません。それぞれの事

業に関連性をもたせることで、建設に携わる人が就労
者支援に関わったり、これまで飲食に携わっていた人が
転属して建設現場の監督になったりしています。他にも
四日市市の総合運動公園「中央緑地」では利用者の快
適性向上のためイタリアンキッチンを出店しているの
ですが、マルシェも企画～開催するなど多面的に事業
運営しています。そうやってさまざまなことに関わって
いく中で、いかに自分たちの存在が世の中で役に立っ
ているのかを、より強く実感できるのではないでしょう
か。それが働く人たちにとっての大きなやりがいにつな
がっているだと感じています。

 Q3 これからのグループの方向性や
事業ヴィジョンを教えてください。

　現在は令和7年の開業を目指して、伊賀市の旧庁舎
を活用した公民連携のプロジェクトを進めています。こ
の旧庁舎は、戦後モダニズム建築の第一人者「坂倉準
三」先生によって設計された貴重な建造物。主に公立
図書館としてリノベーションするプロジェクトですが、そ
こにホテルを併設する事業提案をしています。実現す
れば「坂倉芸術＋図書館＋ホテル」といった本邦初の施
設の誕生。私どもは建設だけでなくホテル運営にも携
わっていく予定です。
　また、令和5年の秋からは、地元で活動している若手
芸術家のサポートを本格的に開始。本社敷地内の建物
をギャラリーとすることで、多くの人々の目に触れても
らい、彼の才能を一層開花させたいと考えています。こ
の取り組みも、私どもが大切にしている社会貢献の一
環といえるでしょう。グループとしての大きな目標は、地
域とともに成長してきたグループとして、三重県をこれ
まで以上に元気なエリアにしていくこと。今後もグルー
プ内の相乗効果を高めながら、さまざまな手段を通して
地域社会の活性化の担い手であり続けたいと思ってい
ます。

心の素直さを個性につなげられる人
私どもは一人ひとりの個性を大切にしています。ただし個性というものは、植物に例えるなら多くの人
の目に触れる地面から上の部分。きれいな花を咲かせるためには、地面から下の根っこの部分も大切
にしなければなりません。その根っこにあたるのは、多様な意見を柔軟に取り入れられるような素直な
心。そうした個性と素直さの両方を持つ人材を求めています。

求める
人物像


